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平成30年度 経営者倫理セミナー

「富士研」参加者募集！
平成30年2月3日（土）〜5日（月）2泊3日

■対象者：経営に携わる取締役以上の役員
　　　　　または倫理法人会役員、
　　　　　理事長辞令に限る
■参加費：43,000円

経営者の意識改革が、
会社・社員の成長に
つながります。
徹底した自己凝視と
チームワークを体感す
る講座・実習で構成す
る2泊3日 で す。 日 本
創生の具体的実践とし
て「まごころ」という
精神文化をテーマに、経営者自身の
生き様、家庭の愛和、そして会社の
方向性である経営理念、経理や人材
育成のあり方をも決定づける、子孫
につなぐ新たな倫理観の確立と実践
力の深化をめざすセミナーです。

先着
35名様

昨年の富士研に
参加した方々の、
感動の声を
最上川49号に
掲載しています。
是非ごらん
ください。

山形県倫理法人会
広報委員長 
五十嵐久仁子

平成30年度が始まり、昨年1650社達成を経て上昇気流のスター
トです。新年度の役職者基礎研修で、調和とは各々の良さを引
き出す状態を表し、一輪挿しと花の関係の如く、器により中身
の存在感や能力が引き出されるという事を教えていただきまし
た。役を受けるという事は器づくりを学ぶ事。お役を全うし倫
理法人会の発展、自社の発展に活かしたいと改めて思いました。

編集
後記

今回は3年目で3回目の参加でした。参加

する気は全く無かったのですが周りの方

のすすめで仕方なく参加しました。でも今

回が一番深く栞の意味を感じる事ができ

ました。2つの実践目標を掲げましたので、

この2つを続けていくことにより、自分が

体験した事を他の方にお伝えしていける

よう頑張ります。ありがとうございました。

／天童市倫理法人会 

加賀善子

初参加でしたが、愉しめたセミナーでした。

傾聴と両親への感謝という自身へのテーマ

で臨みました。心の蟠が抜けた感じになり、

ちょっと肩の力が抜けた気がします。まだ

まだやってたつもり、わがままな自分に気

付きました。また、時間をかけて、内観す

る時間、空間があり、とても貴重なものと

なりました。なれあいではない優しさ、責

め心のない厳しさを持って、大切な人、も

のを大切にする生き方をしていこうと決意

しました。／天童市倫理法人会 中村友祐

初めての参加でありましたが、非常に的を

射た内容でした。私はこれまで専門職と

しての技術面での向上に努めてまいりまし

た。しかし、人間としての根の部分を原則

とした、人格の向上の部分がおろそかに

なっていたように思います。社会は今スト

レス社会と言われ、個人の能力以前にブ

レない強い精神が必要です。日本は無宗

教に等しいと言われていますが、今の世の

中には信仰するものが必要だと思います。

倫理は現代人が忘れている、生きる方向

性を導いてくれるものだと思います。便利

な世の中だからこそ、人

格の育成に関わるスキル

アップが求められてくると

思います。過去を悔やま

ず、未来を心配せず “今”

を生きることが大切だと

思うようになりました。

／鶴岡市倫理法人会

阿部英明

10年振り3回目の参加でした。時代の移

ろいと共に富士研の内容も少しづつ変わっ

ている事を感じました。易不易、変っては

いけないもの、時代に合わせて変わってい

くものがある訳ですが、今回の富士研、こ

れまでで最高の感動を味わうことが出来

ました。近年、たて続けに4回の入退院を

繰り返しました。近代医学だけでは解明で

きない己の生き方にも問題があるのではと

考えての参加でしたが、解決の道標を見

つけることが出来た研修でした。機会を

作っていただいた研修委員会の皆様に感

謝です。／山形市倫理法人会 佐藤敬一

三回目の参加になります。行きはいつも

のような飲み会もなくどうなることかと思

いましたけど、小林研修委員長や佐藤副

幹事長の計らいで長時間のバス移動も有

意義な時間となりました。毎回チームメン

バーに恵まれ、その中でのリーダーに感

動いたしました。静かなリーダーシップ、

目指したいと思います。／天童市倫理法

人会 佐藤圭子

3年空けて3回目の参加でした。いろいろ

と感じました。1回目、2回目とも違う体

験ができました。今回は、大切なものを

気づかせてもらいました。産み育ててく

れた両親先祖、大事にしたいと思います。

実践の誓いを3つ書きましたので、半年間

続けたいと思います。／長井市倫理法人

会 遠藤浩樹

私は難聴で、チームの皆さんに大変御世話

になり有難うございました。倫理は真摯な

行いで反対の言葉が偽善者です。真摯に富

士研を受講なされる方は神に近い人です。

今回で6度目です。豊前市の丸山敏雄先生

の生家のお墓参りも行き、モンゴルの植林

にも行き、出羽三山の山伏修行も行きまし

た。すべて自分の為です。私にとっては遠

回りの道とは思いません。富士山は「動か

ざること山の如く」です。富士山に抱かれ

て3日間の研修、ありがとうございました。

学びを深く実践実行し、一つずつ結果を出

します。／米沢市倫理法人会 坂野昭一

終ってみてこんなに清々しい研修とい

うのは初めてかもしれません。次はチャ

レンジコースに挑戦したいな～と思っ

たりしています。本当に班の仲間に、

山形の仲間に感謝の気持ちでいっぱいで

す。素晴らしい経験をありがとうございま

した。／山形市蔵王倫理法人会 伊藤健二

お酒で車内がうるさくなることもなく、楽

しく参加することができた。／酒田市倫理

法人会 佐藤優

4回目にしてやっと素の自分と向き合えた

と思う。研修はこれまで以上によく練られ

ており、チームのメンバーにもめぐまれた

からだと感じる。この冬の富士研をいつも

意識して一年を過ごすようになり、自分自

身でも自信を持って生きられるようになっ

た。今回は40才を目前に参加した。若い

人たちの考え方や行動力に感動し、自分

もミドルとしての力が求められる事を強く

考えさせられた。一つの笑顔で相手を勇

気付けられる事を知り、私もそんな笑顔

の達人になると心に決めた。／鶴岡市倫

理法人会 小林秀樹

肉体的にはとても疲れましたが、精神的

には充実しています。何か変わったか？と

言うと、正直今のところは実感がありませ

ん。今日からの生活の中での行動次第で

その進化が問われるのだと心がけて行き

たいと思っています。／山形市中央倫理

法人会 M.Y

昨年に引き続き参加させていただきまし

たが、また去年とは違った学びを得ること

ができました。特に大切なものを大切にし

て生きているかとの質問には、深く考えさ

せられました。大切なものがいつまでもそ

ばにあるとは限らない。この一瞬一瞬を大

切にしていかなければ後悔する、そんな

思いになりました。これからは「大切なも

のを大切にする」生き方をしようと決めま

した。また来年も行きたいと思っておりま

す。／鶴岡市倫理法人会 伊藤暁生

参 加してとても良

かったです。自分の

持っているくせや課

題について、心から理解すること、仲間

と共に物事に取り組み、互いに理解を深

め共鳴しあうこと、非常に理解を深める事

ができました。チームリーダー、臨時で集

合リーダーも務め、全体の一致と調和が

これほど美しいものなのかという発見もあ

りました。この学びと実践を半年間続け、

本当の私の力とできるよう、実践を続け

て行きたいと思います。／天童市倫理法

人会 佐藤宏太

精魂尽き果てました。やり切った感じ。最

年少の丸山リーダーの元、それぞれが自

分の立場や出来る事を出し合い、あいさ

つテストも初日合格でした。研修内容

も普段の生活で体験できない深さ、命

やその先にあるものを体験できまし

た。今度は体調を整えてまた参加した

いです。／山形市倫理法人会 K.T

今回初めて参加しましたが、参加して本

当に良かったです。富士研は企業人とし

てのセミナーというよりは、家庭人、人間

としての生き方を教えていただきました。

自分がどれだけ恵まれていたか、家族か

ら協力してもらってきたか、もっともっと

感謝しなければいけないと思いました。こ

れからの生きていく道しるべを教えていた

だき、ありがとうございました。／鶴岡市

倫理法人会 T.M

初めて富士研に参加させていただきましたが、

富士山のふもと、大自然の中、しかも初日から

最終日まで快晴に恵まれてまず心が晴れやか

になりました。また、研究所の職員の方々に

よる胸に迫るような感情豊かなご講義によっ

て、初日から「しっかり学んで何かをつかんで

帰りたい」という意欲が改めて湧きました。こ

の3日間で体験したセブンアクトを実生活でも

実践し、幼い頃に持っていた素直さ（ありのま

まそのままを見る、聞く）を思い出して、まず

は自分が変わる。そして常に自分は生かされ

ているのだという謙虚さと感謝の心、行動を

忘れずに実践して、大切な人を幸せにすると

共に、世のためになるようなことを一生の中

で一つでも成し遂げて行きたいとの気持ちに

なりました。／北村山倫理法人会 M.N

「富士研はいいよ！」と周りの先輩方か

ら言われて参加しましたが、「3日間

でそんなに気持ちが変わるのだろう

か？」と思っていました。今では、他

の富士研に行った事が無い方に「富士

研はいいよ！」と言いたい気持ちに変

わりました。富士研での学びは「感謝

の気持ち」だったと思います。これは富士

山を見るときの感覚と似ていると感じまし

た。初めて見る富士山や時々見る富士山

は感動的なものでした。ただ日常にあり近

すぎると、その気持ちも薄れていきます。

それは、両親や、大切な人、食や物も一

緒。近すぎて見えなくなっていたものを富

士研を通して見えるようになり、涙が出ま

した。この気持ちや実践を帰ってから日常

に戻った後も続けていきたいです。／長

井市倫理法人会 丸山昴

バス移動は「内観」の
時間となり、

帰りのアンケートでは
研修直後の熱い想い

が

たくさん寄せられまし
た。

題について、心から理解すること、仲間

の気持ち」だったと思います。これは富士

10年振りに参加致しました。以前はも

う少し厳しかったが今回は何とか全部き

ちっとセミナーを受講出来ました。東京の

レクチャラーと5年振りに同部屋になりま

した。改めて自分、家族を見つめ直せた事、

良い環境、良い仲間作り、良い地区作り

に尽力して参りたいという気持ちになりま

した。2年後、2月第一週に東京で同窓会

をする約束をして参りました。／山形市中

央倫理法人会 布施富將

性を導いてくれるものだと思います。便利

な世の中だからこそ、人

格の育成に関わるスキル

アップが求められてくると

思います。過去を悔やま

ず、未来を心配せず “今”

を生きることが大切だと

思うようになりました。

／鶴岡市倫理法人会

阿部英明

山形の仲間に感謝の気持ちでいっぱいで
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■青年委員会主催「若手実践塾」
11月9日（木）山形グランドホテル
16:00 〜 19:00　講座
19:15 〜 21:00　懇親会

■朝礼委員会主催「朝礼塾」
11月11日（土）県合同事務局　13:00 〜 16:00

■第13回　会員大会
11月21日（火）　パレスグランデール
16:30 〜 17:45　会員大会
18:00 〜 19:30　講演会　
　　　　　　　　二宮尊徳氏7代目子孫
　　　　　　　　中桐万里子氏
19:45 〜 20:45　懇親会

■普及拡大委員会主催　倫理体験発表会
11月25日（土）　ヒルズサンピア　
13:30頃〜 15:30（予定）

発　行　山形県倫理法人会
　　　　〒990-0835 山形市やよい二丁目1－47
　　　　TEL.023-647-5582
　　　　FAX.023-646-7660
　 　　　www.yamagata-rinri.net
発行日　平成29年10月27日
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■平成30年度法人会員 会費のゆくえ
　（10,000 円に対して）

皆様の会費は
このように使われます

仕入控除対象外の消費税
150円（1.5％）

その他の公益事業
2,460円

（24.6％）

運営・
学習支援
1,110円

（11.1％）

「職場の教養」
1,140 円（11.4％）

講師派遣
650円（6.5％）

活動助成金
4,490円

（44.9％）

全国倫理法人会活動
計 7,390円（73.9％）
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山形の母なる川

一般社団法人 倫理研究所
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広報もがみがわ
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今期より「会長バッジ」がで
きました。現在の県会長、単
会会長と、歴代の会長がそれ
ぞれ着用されます。

　
今
期
2
年
目
の
会
長
職
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
皆

様
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
平
成
30
年

度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
活
動
方
針
を
ご
報
告
い
た
し

ま
す
。

　
経
営
の
大
眼
目
は
、
地
球
の
安
泰（
保
全
の
倫
理
）を

計
る
こ
と
。
予
期
せ
ぬ
事
が
多
発
す
る
大
変
動
期
で
あ

り
、
今
ま
さ
に
真
っ
只
中
に
生
き
て
い
ま
す
。
膝
を
柔

ら
か
く
し
、
発
想
を
柔
ら
か
く
し
て
備
え
行
動
す
る
時

で
す
。

　
そ
の
基
盤
に
な
る
の
は
、「
全
一
統
体
」に
根
ざ
し
た

不
易
の「
倫
理
」に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
度
も「
地

球
倫
理
の
推
進
」と「
日
本
創
生
」を
二
大
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
、3
年
目
と
な
る
基
本
方
針「
さ
ら
な
る
”新
“

に
挑
む
」に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
の
山
形
県
倫
理
法
人
会
は「
ゆ
る
ぎ
な
い

1
8
0
0
社
体
制
確
立
」
に
向
け
て
、「
倫
経
一
体
」
の

実
践
と「
堅
実
な
拡
充
活
動
で
、
会
員
の
純
粋
倫
理
実

践
者（
心
の
経
営
）を
一
人
で
も
多
く
増
や
す
こ
と
」で

す
。
3
ヵ
年
中
期
計
画
を
立
て
、
山
形
県
内
企
業
数
に

対
し
て
５
％
の
浸
透
率
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
昨
年
度
よ
り
倫
理
活
動
と
経
営
活
動
は
一
体
で
あ
る

と「
倫
経
一
体
」
を
掲
げ
て
参
り
ま
し
た
。
倫
理
法
人

会
は
経
営
者
が
自
己
革
新
を
は
か
り
、
実
践
を
通
し
て

自
分
を
磨
く
人
生
の
実
践
道
場
で
す
。
経
営
者
に
必
要

と
さ
れ
る
も
の
は
、
高
い
理
想
を
掲
げ
、
自
ら
率
先
垂

範
し
続
け
、
目
標
に
向
か
っ
て
絶
対
に
あ
き
ら
め
ず
、

達
成
す
る
ま
で
や
り
続
け
る
熱
意
と
人
を
動
か
す
力
で

す
。
そ
れ
ら
を「
倫
経
一
体
」
で
実
験
す
る
年
度
に
し

よ
う
！

　
拡
充
活
動
そ
の
も
の
が
、さ
ら
な
る
”新
“に
繋
が
り
、

紹
介
企
業
の
発
展
を
心
か
ら
願
い
、入
会
者
か
ら
喜
ば

れ
る
体
験
を
一
人
で
も
多
く
の
会
員
に
体
験
し
て
も
ら

う
こ
と
。
ま
ず
は
役
員
朝
礼
参
加
率
D
O
I
N
50
％
、

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
参
加
率
D
O
I
N
30
％
の
ゆ
る

ぎ
な
い
参
加
率
を
目
指
し
ま
す
。
そ
し
て
富
士
高
原
研

究
所
の
経
営
者
倫
理
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
た
会
員
は
体

験
談
を
も
っ
と
多
く
の
会
員
に
話
し
推
奨
し
、
モ
ー
ニ

ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
、
経
営
者
の
集
い
、
倫
理
基
礎
講
座
へ

の
参
加
を
促
す
こ
と
。
職
場
の
教
養
を
活
用
し
た「
活

力
朝
礼
」
を
推
奨
し
、
実
施
企
業
が
増
え
る
こ
と
で
、

拡
充
の「
拡
」
と「
充
」
の
バ
ラ
ン
ス
が
整
い「
ゆ
る
ぎ

な
い
1
8
0
0
社
体
制
」
が
堅
実
に
確
立
さ
れ
ま
す
。

1
8
0
0
社
の
会
員
企
業
様
の
円
滑
な
支
援
や
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
は
と
て
も
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
事
務
局
員
が
毎
日
行
う「
活
力

朝
礼
」「
栞
、
職
場
の
教
養
の
輪
読
」
と
週
一
回
の「
水

曜
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
継
続
し
、
情
報
共
有
を
図
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
、
明
朗
・
愛
和
・
喜

働
の
事
務
局
員
体
制
で
会
員
サ
ポ
ー
ト
を
図
っ
て
参
り

ま
す
。

　
２
月
の
中
期
目
標
を
設
定
し
、
組
織
基
盤
の
強
化
を

図
る
と
共
に
、「
人
づ
く
り
」を
重
点
に
置
き
、
人
材
発

掘
と
育
成
に
努
め
、
拡
充
の「
拡
」
と「
充
」
を
バ
ラ
ン

ス
良
く
推
し
進
め
、
山
形
県
が
純
粋
倫
理
運
動
の
さ
き

が
け
に
な
り
ま
す
。

Message新年度が始まりました

山
形
県
倫
理
法
人
会　

会
長　

安
藤 

政
則 
新
年
度
へ
向
け
て

山形県倫理法人会 活動方針
■スローガン
　「企業に倫理を  職場に心を  家庭に愛を  我らが故郷創生を！」
■中期計画
　2018年度	 16単会　ゆるぎない1800社
　2019年度	 17単会　ゆるぎない1900社
　2020年度	 18単会　ゆるぎない2000社　　浸透率5％を目指す！
■新単会設立	 （地域、設立日検討中）

■県会員大会	 記念講演会／ 11月21日開催
■拡充目標	 「ゆるぎない1800社体制確立」
　①「拡」について：毎週普及・新単会設立・資格割れ単会復帰（底を意識）
　②「充」について：参加率 役員朝礼 50％　モーニングセミナー 30％
　　　　　　　　　「倫経一体」実践者を増やす！

　
9
月
6
日
寒
河
江
ホ
テ
ル
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

ア
ネ
ッ
ク
ス
に
て
平
成
30
年
度
山
形
県
倫

理
法
人
会
辞
令
交
付
式
が
執
り
行
わ
れ
、

法
人
局
普
及
事
業
部
和
田
毅
部
長
よ
り
役

員
を
引
き
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま
に
辞
令
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

安
藤
政
則
県
会
長
は「
山
形
県
の
新
し

い
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
企
業
に
倫
理
を  

職
場

に
心
を  

家
庭
に
愛
を  

我
ら
が
故
郷（
ふ

る
さ
と
）創
生
を
！ 

で
す
。
役
を
引
き
受

け
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
今
年
度
も
新
し

い
人
生
の
1
ペ
ー
ジ
を
作
る
た
め
互
い
に

力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
」
と
役
員
の
皆
様

に
熱
い
エ
ー
ル
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
4
人
の
会
長
を
含
む
、
全
15
単

会
の
会
長
が
順
次
登
壇
さ
れ
、
目
標
と
方

針
を
掲
げ
る「
決
意
表
明
」が
行
わ
れ
、「
今

期
は
や
る
ぞ
！
」
と
い
う
覚
悟
と
自
信
の

こ
も
っ
た
大
き
な
発
声
に
、
会
場
が
感
嘆

の
声
と
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

法
人
局
北
海
道
・
東
北
方
面
那
須
隆
方

面
長
の
挨
拶
で
は「
こ
こ
ま
で
し
っ
か
り

と
し
た
目
標
と
計
画
が
立
て
ら
れ
1
年
間

の
活
動
が
眼
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
す
。
世
の

中
が
大
変
動
期
に
入
り
、
企
業
は
ど
う
舵

取
り
を
す
る
べ
き
か
悩
む
経
営
者
も
多
い

こ
と
か
と
思
い
ま
す
が
、
会
社
を
良
く
す

る
た
め
に
倫
理
が
あ
り
ま
す
。
倫
理
経
営

を
通
し
、
そ
し
て
会
長
の
決
意
の
元
、
倫

理
の
活
動
を
上
下
一
心
の
気
概
で
挑
め
ば

必
ず
明
る
い
方
向
に
進
み
ま
す
。
さ
ら
な

る「
新
」に
挑
み
ま
し
ょ
う
」と
お
話
さ
れ

ま
し
た
。

　
祝
賀
会
は
、
和
田
毅
部
長
の
ご
挨
拶「
山

形
県
は
浸
透
率
が
4
％
超
え
の
全
国
2

位
。
と
て
も
誇
ら
し
い
事
」
と
嬉
し
い
話

題
と
、
鈴
木
隆
一
相
談
役
の
明
る
い
ご
発

声
の
乾
杯
に
始
ま
り
、締
め
は
近
く
の
方
々

と「
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」の
握
手
を
交
わ

す
楽
し
い
交
流
の
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し

た
。（
辞
令
交
付
式
1
3
2
名
出
席
、
懇
親

会
89
名
出
席
）

辞
令
交
付
式

倫理法人会の
平成30年度が
スタートしました。
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副
委
員
長

丸
山 

昴

ア
ク
サ
生
命
保
険（
株
）山
形
支
社
長
井
営
業
所

青
年
委
員
会 

委
員
長

田
中 

正
之

（
株
）田
中
自
動
車

 

平
成
30
年
度 

山
形
県
倫
理
法
人
会    

新
役
員
の
ご
紹
介

名
誉
会
長

本
間 

利
雄

本
間
利
雄
設
計
事
務
所

相
談
役

熊
谷 

眞
一

（
株
）シ
ベ
ー
ル

近 

清
剛

（
株
）三
奥
屋

中
村 

恒
一

（
株
）マ
ル
ナ
カ
中
村
商
店

鈴
木 

隆
一

（
株
）で
ん
六

五
十
嵐 

慶
三

（
株
）竹
原
屋
本
店

副
会
長

晋
道 

純
一

進
和
ラ
ベ
ル
印
刷（
株
）

副
幹
事
長

佐
藤 

優

（
株
）メ
カ
ニ
ッ
ク

置
賜 

ブ
ロ
ッ
ク
長

相
田 

晃
輔

相
田
建
設（
株
）

庄
内 

ブ
ロ
ッ
ク
長

栗
本 

正
幸

（
株
）大
和

監
査武田 

正
男

（
弁
）武
田
法
律
事
務
所

村
山
B 

ブ
ロ
ッ
ク
長

早
坂 

幸
起

（
株
）エ
ツ
キ

副
事
務
長

鈴
木 

富
士
雄

最
上
峡
芭
蕉
ラ
イ
ン
観
光（
株
）

会
長安藤 

政
則

（
株
）安
藤
組

幹
事
長

水
沢 

正
志

（
株
）ア
イ
・
タ
ッ
ク
ル

副
幹
事
長

佐
藤 

靖
之

（
株
）た
く
み

監
査布施 

富
將

（
有
）布
施
弥
七
京
染
店

村
山
A 

ブ
ロ
ッ
ク
長

晋
道 

純
一

進
和
ラ
ベ
ル
印
刷（
株
）

事
務
長

小
松 

幸
弘

小
松
建
設（
株
）

副
委
員
長

島
貫 

利
春

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｙ
・
島
貫

女
性
委
員
会 

委
員
長

佐
藤 

圭
子

（
株
）や
ま
や
園

副
委
員
長

奥
村 

健
二

（
株
）奥
村
油
店

副
委
員
長

菅
野 

正
行

菅
野
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク

副
委
員
長

野
口 

貴
行

（
株
）ハ
イ
テ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム

副
委
員
長

小
野
木 

聡
美

（
株
）大
商
金
山
牧
場

副
委
員
長

田
中 

幸
子

マ
ニ
ュ
ラ
イ
フ
生
命
保
険（
株
）

朝
礼
委
員
会

委
員
長

前
盛 

直
人

（
株
）エ
ム
・
エ
ス
・
ア
イ

普
及
拡
大
委
員
会

委
員
長

今
田 

早
百
合

今
田
早
百
合
行
政
書
士
事
務
所

広
報
委
員
会 

委
員
長

五
十
嵐 

久
仁
子

（
株
）フ
ロ
ッ
ト

研
修
委
員
会

委
員
長

冨
樫 

幸
吉

関
東
自
動
車
興
業（
株
）

副
委
員
長

坂
野 

昭
一

ジ
ャ
ス
ト
ク
リ
ー
ン（
有
）

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
委
員
会

委
員
長

佐
藤 

清
和

佐
藤
清
和
土
地
家
屋
調
査
士
・
行
政
書
士
事
務
所

 

平
成
30
年
度 

山
形
県
倫
理
法
人
会    

委
員
会
方
針

■
方
針

３
６
５
日
普
及

■
ル
ー
ル

率
先
し
て
普
及
を
し
よ
う

■
ス
ロ
ー
ガ
ン

普
及
は
倫
理
の
実
践
か
ら

■
事
業
計
画

■
倫
理
体
験
発
表
会

未
会
員
に
、
体
験
発
表
会
で

倫
理
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て

も
ら
い
加
入
に
つ
な
げ
る
。

■
委
員
会
開
催

倫
理
体
験
発
表
会
の
打
ち
合

わ
せ
、
及
び
数
値
目
標
を
確

認
す
る
。

■
方
針

Ｄ
Ｏ
Ｉ
Ｎ（
動
員
率
）50
・
30
に

こ
だ
わ
り
全
単
会
、
Ｍ
Ｓ
朝

礼
・
M
S
の
出
席
率
の
前
年
度

比
ア
ッ
プ
を
図
る
。

■
ル
ー
ル

経
営
者
Ｍ
Ｓ
マ
ニ
ュ
ア
ル（
改

訂
版
）を
徹
底
読
み
込
み
し
、

Ｄ
Ｏ
Ｉ
Ｎ（
動
員
率
）50
・
30
コ

ン
テ
ス
ト
に
こ
だ
わ
り
、Ｍ
Ｓ

出
席
社
数
増
大
を
図
る
。

■
ス
ロ
ー
ガ
ン

Ｄ
Ｏ
Ｉ
Ｎ（
動
員
率
）50
・
30

各
単
会
必
ず
達
成
！

■
事
業
計
画

■
Ｍ
Ｓ
委
員
会
開
催

M
S
運
営
向
上
。M
S
マ
ニ
ュ
ア

ル（
改
訂
版
）の
確
認
徹
底

■
Ｍ
Ｓ
マ
ニ
ュ
ア
ル
研
修
会

モ
デ
ル
単
会
見
学
会

Ｍ
Ｓ
マ
ニ
ュ
ア
ル
確
認
徹
底

■
Ｄ
Ｏ
Ｉ
Ｎ（
動
員
率
）

50・30
コ
ン
テ
ス
ト

Ｍ
Ｓ
朝
礼
・
Ｍ
Ｓ
の
活
性
化

■
会
員
ス
ピ
ー
チ
の
充
実

■
倫
理
実
践
の
推
進

■
方
針

実
行
に
よ
っ
て
直
ち
に
正
し
さ

が
証
明
出
来
る
純
粋
倫
理
の

実
践

■
ル
ー
ル

ま
ず
、
参
加
し
よ
う	

■
ス
ロ
ー
ガ
ン

拡
充
の
足
場
固
め
に
研
修
委

員
会

■
事
業
計
画

■
富
士
研 

経
営
者
倫
理
セ
ミ
ナ
ー

「
倫
経
一
体
」の
実
践

■
研
修
委
員
長
会
開
催

事
業
計
画
周
知
徹
底

■
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

倫
理
法
人
会
憲
章
を
理
解
し

実
践
の
楽
し
さ
が
拡
充
へ
繋

が
る
よ
う
に
す
る
。

■
倫
理
経
営
基
礎
講
座

幹
部
、各
単
会
役
員
倫
理
知
識

向
上

■
富
士
研
実
践
報
告
会

研
修
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と

会
員
交
流
会

■
方
針

活
力
朝
礼
の
浸
透
を
は
か
る
牽

引
役
と
し
て
の
活
力
朝
礼
リ
ー

ダ
ー
を
養
成
し
、県
内
に
広
く
活

力
朝
礼
を
拡
め
て
い
く
。	

■
ル
ー
ル

各
単
会
と
も
に
単
会
正
副
朝
礼

委
員
長
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
単

会
活
力
朝
礼
研
修
を
実
施
す
る
。

■
ス
ロ
ー
ガ
ン

企
業
に
元
気
を
！ 

職
場
に
活
力

を
！ 

率
先
垂
範
の
実
践
こ
そ
活

力
の
源
！ 

明
る
い
山
形
創
り
は

職
場
の
朝
礼
に
あ
り
！

■
事
業
計
画

■
県
朝
礼
委
員
会
開
催

委
員
会
方
針
と
事
業
の
共
通

認
識
の
共
有

■
活
力
朝
礼

リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修

朝
礼
研
修
を
実
施
す
る
際
の

リ
ー
ダ
ー
役
の
育
成

■
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力

ア
ッ
プ
倫
理
朝
礼
塾

朝
礼
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て

会
員
企
業
従
業
者
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
育
む
。

■
各
単
会
主
催
朝
礼
研
修

各
地
域
内
で
の
活
力
朝
礼
の

浸
透

■
方
針

地
域
・
行
政
に
対
し
て
倫
理
法

人
会
の
的
確
な
P
R
と
、会
員

向
け
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

さ
せ
る
。	

■
ル
ー
ル

①
倫
理
活
動
に
積
極
参
加 

②

倫
理
実
践
の
魅
力
に
気
づ
く 

③
良
い
事
を
人
に
知
ら
せ
る 

④
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
守
る

■
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
人
」や「
こ
と
」に
興
味
を
も

ち
、共
感
の
輪
を
広
げ
よ
う
。

■
事
業
計
画

■
委
員
会
開
催

各
単
会
の
広
報
情
報
の
共
有

と
、県
広
報
事
業
の
運
営

■
広
報
誌
「
最
上
川
」

年
4
回
発
行

女
性
広
報 「W

ild flow
ers

」

年
4
回
発
行

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
改
善

会
員
が
使
い
や
す
く
、
対
外
的

に
も
魅
力
が
伝
わ
る
表
現
に

■
ラ
ジ
オ
C
M

地
域
の
方
々
へ
向
け
て
、的
確

に
倫
理
活
動
を
伝
え
る
。

■
方
針

女
性
会
員
の
拡
大
拡
充
、
社
会

人
と
し
て
企
業
人
と
し
て
家
庭

人
と
し
て
の
自
覚
と
自
己
革
新

を
目
指
し
ま
す
。	

■
ル
ー
ル

い
つ
も
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
、
明

る
く
元
気
な
挨
拶
！

■
ス
ロ
ー
ガ
ン

し
な
や
か
に
美
し
く
、
そ
し
て

た
く
ま
し
く
！ 

す
べ
て
は
笑

顔
の
た
め
に

■
事
業
計
画

■
女
性
委
員
会
全
体
会
議

方
向
性
の
確
認
。
各
事
業
内
容

の
報
告
と
確
認

■
ブ
ロ
ッ
ク
単
位
の

ミ
ニ
倫
女
セ
ミ
ナ
ー

ブ
ロ
ッ
ク
単
位
の
女
性
委
員
会

の
結
束
と
融
合

■
女
性
だ
け
の
親
睦
会

女
性
会
員
様
の
親
睦
を
図
る
。

ス
リ
ー
プ
会
員
様
の
掘
り
起
こ

し
。

■
方
針

日
々
の
生
活
を
通
し
て
、倫
理

法
人
会
憲
章
・
活
動
指
針
・
会

員
心
得
を
体
得
す
る
。	

■
ル
ー
ル

明
朗
・
愛
和
・
喜
働
・
純
情
（
す

な
お
）
な
実
践
者
と
し
て
笑
顔

で
倫
理
活
動
に
あ
た
る
。

■
ス
ロ
ー
ガ
ン

楽
し
く
倫
理
を
学
ぼ
う
！

■
事
業
計
画

■
青
年
委
員
会
研
修
会

各
単
会
青
年
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
と
親
睦
を
深
め
る
。

■
青
年
の
集
い

「
若
手
実
践
塾
」

各
単
会
の
若
手
会
員
の
人
材

発
掘
と
リ
ー
ダ
ー
講
習

■
青
年
委
員
会
開
催

委
員
会
事
業
の
計
画
／
検
討

普
及
拡
大
委
員
会

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
委
員
会

研
修
委
員
会

朝
礼
委
員
会

広
報
委
員
会

女
性
委
員
会

青
年
委
員
会
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 村山Aブロック

山形市蔵王
倫理法人会

 村山Aブロック

山形市霞城
倫理法人会

 村山Aブロック

山形市
倫理法人会

モーニングセミナー会場は、10 月現在のものです。変更になる場合がありますので、ホームページ・事務局へご確認ください。

毎週土曜日 6:30〜
会場：山形グランドホテル
事務局
お問い合わせ／TEL.023-647-5582

モーニングセミナー

毎週水曜日 6:30〜
会場：山形グランドホテル
事務局
お問い合わせ／TEL.023-647-5582

モーニングセミナー

毎週火曜日 6:30〜
会場：ホテルメトロポリタン山形
事務局
お問い合わせ／TEL.023-647-5582

モーニングセミナー

 平成30年度 山形県倫理法人会
ブロック＆単会三役のご紹介

村山Aブロック村山Bブロック
■山形市倫理法人会
■山形市蔵王倫理法人会
■上山市倫理法人会
■山形市中央倫理法人会
■山形市霞城倫理法人会

事務長 丹野 義顕事務長 越前屋 忍

副会長 渡辺 英一郎会長 鈴木 重幸副会長 岡崎 寿子 副会長 岩井 芳一

専任幹事 齋藤 康顕 事務長 三宅 正典副会長 中村 祥之副会長 藤 麻美子 専任幹事 佐藤 敬一

会長 岩見 信弘会長 菅野 美奈子

明
る
く
！
笑
顔
で
！
元
気
よ
く
！ 

を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
！

「
拡
」■
毎
週
火
曜
日
を
普
及
活
動
の
日
と
す
る
！

■�

1
0
0
人
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー・新
春
特
別
モ
ー

ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
・
倫
理
経
営
講
演
会
へ
入
会
見

込
み
の
あ
る
企
業
を
ゲ
ス
ト
と
し
て
迎
え
る
。

「
充
」■�

役
員
朝
礼
参
加
率
50
％
・　
　
　

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー 　
　
　
　

参
加
率
30
％
を
目
指
す
！

■�

モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
の
活
性
化
を
目
指
す
！

■
会
員
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
活

動
の
実
施
と
そ
れ
を
実
現
す
る
為
の
役
員

の
協
力
体
制
を
構
築
す
る
。

■
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
の
充
実
と
魅
力
あ

る
会
の
活
動
を
広
報
誌
・
S
N
S
を
通
じ

て
積
極
的
に
発
信
す
る
。

■
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
や
各
種
行
事
参

加
者
へ
の
丁
寧
な
案
内
と
ア
フ
タ
ー
フ
ォ

ロ
ー
の
実
施

役
員
、会
員
が
倫
理
活
動
を
正
し
く
理
解
し
、

喜
ん
で
学
び
、
実
践
で
き
る
単
会
を
目
指
し

ま
す
。

■
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
時
の
お
花
プ
レ
ゼ

ン
ト
。
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

■
非
会
員
の
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
お
試
し

参
加
の
呼
び
か
け

■
火
曜
日
の
会
員
訪
問
及
び
普
及
広
報
活

動

■天童市倫理法人会
■寒河江市倫理法人会
■新庄最上倫理法人会
■北村山倫理法人会

 村山Bブロック

天童市
倫理法人会

毎週水曜日 6:00〜
会場：松柏亭 あづま荘
事務局
お問い合わせ／TEL.023-647-5582

モーニングセミナー

事務長 齊加 義三

副会長 斎藤 眞

専任幹事 佐藤 正男副会長 加賀 善子

会長 斎藤 栄司

 村山Aブロック

山形市中央
倫理法人会

毎週木曜日 6:30〜
会場：山形国際ホテル
事務局
お問い合わせ／TEL.023-647-5582

モーニングセミナー

事務長 市村 清勝

副会長 粕川 治子

専任幹事 布施 將光副会長 髙橋 順弘

会長 松田 浩

■
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
大
切
に
丁
寧
に

設
営
し
、
会
員
様
の
こ
と
を
第
一
に
考
え

て
会
員
訪
問

■
年
間
計
画
を
作
成
し
、盛
り
上
が
り
の
あ

る
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
。

■
天
童
市
内
の
他
の
団
体
と
も
連
携
し
、

天
童
に
根
付
い
た
活
動
を
行
う
。

■
拡
大
は
倫
理
の
学
び
の
深
さ
を
測
る
バ

ロ
メ
ー
タ
ー
と
位
置
づ
け
、
水
曜
日
木

曜
日
の
週
2
回
の
活
動
を
行
う
。

■
楽
し
い
飲
み
会
を
通
し
会
員
間
の
親
睦

を
深
め
る
。

専任幹事 金田 雄介

 村山Aブロック

上山市
倫理法人会

副会長 菅野 高志

事務長 伊藤 栄司専任幹事 谷江 正照

会長 堺 健一郎

毎週金曜日 6:30〜
会場：かみのやま温泉 月岡ホテル
事務局
お問い合わせ／TEL.023-695-6022

モーニングセミナー

■
役
員
同
志
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

深
め
る
こ
と
に
想
い
を
高
め
、
適
確
な

行
動
を
も
っ
て
、
こ
れ
に
勤
め
ま
す
。
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副会長 北野 達

 村山Bブロック

北村山
倫理法人会

副会長 奥山 浩哉

事務長 菅原 雄一専任幹事 高橋 進一

会長 奥山 康博

 村山Bブロック

新庄最上
倫理法人会

副会長 荒川 英利

事務長 中鉢 幹次専任幹事 田中 栄造

会長 沼澤 勝太郎

毎週金曜日 6:30〜
会場：ニューグランドホテル
事務局
お問い合わせ／TEL.0233-23-4331

モーニングセミナー

毎週土曜日 6:30〜
会場：
事務局
お問い合わせ／TEL.0237-41-2041

モーニングセミナー

クアハウス碁点（12月〜3月）
東根温泉あづまや（4月〜11月）

■
新
入
会
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
シ
ョ
ー

ト
ス
ピ
ー
チ
を
定
期
開
催
し
、
参
画
機
会

を
増
や
し
ま
す
。

■
積
極
的
な
声
掛
け
で
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
へ
の
参
加
を
促
し
、
倫
理
法
人
会
の

良
さ
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
で
退
会
防

止
を
図
り
ま
す
。

■
普
及
タ
ー
ゲ
ッ
ト
企
業
に
は
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
案
内
ハ
ガ
キ
の
送
付
を
続
け
る
と
共
に

北
村
山
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
継
続
を
し
ま
す
。

■
経
営
者
の
集
い
、
倫
理
経
営
基
礎
講
座

の
参
加
者
数
を
増
や
し
、
倫
理
経
営
の

輪
を
広
げ
る
。

■
幹
部
間
の
連
携
を
良
く
し
親
睦
を
図
り

な
が
ら
、
楽
し
く
拡
充
に
な
る
様
に
実

行
す
る
。

■
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
の
活
性
化
は
も
ち

ろ
ん
、
各
役
員
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
、
退
会
防
止
策
を
実
施
し
ま
す
。

 置賜ブロック

米沢市
倫理法人会

毎週木曜日 6:30〜
会場：東京第一ホテル米沢
事務局
お問い合わせ／TEL.0238-26-1788

モーニングセミナー

副会長 中村 恵一

事務長 我妻 悦雄専任幹事 遠藤 一徳

会長 村山 順弥

■
会
員
の
誕
生
日
に
花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

継
続
。紹
介
者
と
訪
問
、
モ
ー
ニ
ン
グ
セ

ミ
ナ
ー
の
参
加
を
推
進
し
、会
費
の
お

礼
を
申
し
上
げ
、又
会
員
相
互
の
親
睦

を
深
め
て
行
く
為
に
、ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
、

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
。
会
報

で
会
員
活
動
の
P
R
に
務
め
る
。

■
普
及
活
動
に
つ
い
て
は
、
毎
週
木
曜
日

6
社
以
上
訪
問
。
強
化
月
間
と
し
て
11

月
、2
月
、6
月 

3
回

専任幹事 増田 源幸

事務長 佐々木 文雄

副会長 髙石 一夫

副会長 那須 喜美子

会長 小関 利一

 置賜ブロック

長井市
倫理法人会

毎週水曜日 6:30〜
会場：タスパークホテル
事務局
お問い合わせ／TEL.0238-87-0385

モーニングセミナー

■
会
長
・
役
員
で
会
員
の
方
々
に
誕
生
日

プ
レ
ゼ
ン
ト（
花
束
）を
持
っ
て
会
社
へ

訪
問
し
、倫
理
活
動
へ
の
ご
理
解
と
モ
ー

ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
等
へ
の
参
加
要
請
し

て
参
り
ま
す
。

■
各
種
交
流
会
を
実
施
し
て
倫
理
活
動
の

充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

■
新
入
会
者
、モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
へ
の

積
極
的
参
加
を
図
り
ま
す
。

 置賜ブロック

南陽市
倫理法人会

毎週火曜日 6:30〜
会場：熊野大社 證誠殿
事務局
お問い合わせ／TEL.0238-87-0385

モーニングセミナー

事務長 本木 茂隆

副会長 鹿又 源司郎 専任幹事 青木 勲

会長 飯塚 一博

■
2
年
目
と
い
う
会
長
経
験
を
生
か
し
、

役
員
と
の
パ
イ
プ
を
さ
ら
に
強
化
し
、

充
実
し
た
単
会
を
目
指
す
。

■
倫
理
講
演
会
で
は
朝
礼
コ
ン
テ
ス
ト
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

置賜ブロック　
■米沢市倫理法人会
■長井市倫理法人会
■南陽市倫理法人会

事務長 穂積 順一

 村山Bブロック

寒河江市
倫理法人会

毎週金曜日 6:00〜
会場：ホテルシンフォニー
事務局
お問い合わせ／TEL.023-647-5582

モーニングセミナー

副会長 海野 晋

専任幹事 後藤 正幸副会長 中西 和則

会長 小松 健一

■
1
カ
月
の
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
の
中

で
強
化
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
を
定
め
、

全
会
員
に
電
話
し
参
加
を
募
る
。

■
女
性
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
女
性
会
員

の
拡
大
を
計
る
と
共
に
、
明
る
く
活
動

的
な
会
を
目
指
す
。

■
会
報
「
寒
河
江
川
」
を
発
行
し
、
会
員

の
意
識
向
上
及
び
活
性
化
に
繋
げ
る
。
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 庄内ブロック

鶴岡市
倫理法人会

毎週木曜日 6:00〜
会場：鶴岡中央工業団地管理センター
事務局
お問い合わせ／TEL.0235-22-1879

モーニングセミナー

副会長 小池 昌和

事務長 佐藤 正廣専任幹事 荻原 拓哉

会長 小林 秀樹

 庄内ブロック

酒田市
倫理法人会

毎週水曜日 6:00〜
会場：さかたセントラルホテル
事務局
お問い合わせ／TEL.0234-21-5517

モーニングセミナー

事務長 菅原 利明

副会長 堀 豊明

専任幹事 土岐 たつ夫副会長 今井 和彦

会長 佐藤 英夫

 庄内ブロック

庄内中央
倫理法人会

毎週火曜日 6:00〜
会場：庄内中央倫理法人会事務局
事務局
お問い合わせ／TEL.0235-22-1879

モーニングセミナー

副会長 國分 浩実

事務長 大滝 清雄専任幹事 阿部 敦

会長 小野木 重弥

■
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
の
充
実
／
毎
月

1
回
ス
ペ
シ
ャ
ル
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
。

■
普
及
拡
大
目
標
を
図
に
し
て
掲
げ
る
。

毎
月
40
社
以
上
会
社
訪
問
を
重
ね
る
。

■
経
営
者
の
集
い
等
に
非
会
員
を
中
心
に

呼
び
か
け
、
参
加
を
促
進
す
る
。

テ
ー
マ
を「
楽
し
く
実
践
、一
歩
前
つ
る
り

ん
だ
か
ら
で
き
る
自
己
革
新
」
と
掲
げ

■
つ
る
り
ん
ピ
ッ
ク
を
始
め
と
し
た
交
流

事
業

■
え
が
お
の
現
場
in
つ
る
り
ん
の
発
行

■
ラ
ン
チ
付
拡
大
デ
ー

■
朝
礼
研
修

■
年
4
回
の
経
営
者
の
集
い
を
開
催
し
、

倫
理
法
人
会
活
動
を
多
く
の
方
に
知
っ

て
も
ら
い
、
入
会
に
繋
げ
る
。

■
経
営
者
の
集
い
と
セ
ッ
ト
で
懇
親
会
を

設
け
て
、
会
の
活
性
化
と
退
会
防
止
に

繋
げ
る
。

庄内ブロック　
■酒田市倫理法人会
■鶴岡市倫理法人会
■庄内中央倫理法人会

TOPICS ■ 2017.8.26

長井市倫理法人会「10周年記念」

　あれから10年… あの時は若かった〜
（笑）と語りながら迎えた10周年。8月
26日（土）無事に記念行事を終えるこ
とが出来ました。当日のご出席、100
社達成に向けた拡充の応援に駆け付け
て頂きました多くの皆様に感謝を申し
上げます。
　当初より記念講演は倫理の神様「川
又久萬名誉専任研究員」と決めており
ましたが、大きな壁「100社復帰する事」という条件
が前に立ちはだかり一同青ざめました。
　しかし長井の倫友はラテン系。即「やるしかない」
と立ち上がり小関会長・髙石副会長が中心となり怒
涛の勢いで７月末には100社復帰を果たし、久々に

「やれば出来る」の達成感と充実感を味わうことが
出来ました。
　100社目は地元のラーメン屋さんの入会。髙石

（副）と加藤相談役がこんなに美味しいラーメン食
べたことないと感動（涙）でした。
　記念講演は念願叶い川又名誉専任研究員の「使命

に生きるよろこび」と題しての熱血講演、感動の渦
が巻き起こりました。祝賀会では米沢市（倫）の宮
下さん率いるバンド演奏で大いに盛り上げて頂きま
した。私は実行委員長を仰せつかり大変なプレッ
シャーでありましたが、川又名誉専任研究委員から

「受けきる事」「美しい努力をする事」をご指導いた
だき、今は心地よい気持ちで一杯です。
　この度の10周年行事で連帯感が増した長井市

（倫）はこの先の15年20年に向けて更にパワー UP
して参ります。有難うございました。
長井市倫理法人会 10周年記念実行委員長（副会長） 那須喜美子

　去る8月17日かみのやま温泉「月岡
ホテル」にて、新年度にあたり「活動
計画会議並びに新旧役員歓送迎会」を
開催致しました。
　会議開催の趣旨は、9月より新たな体制となること、
引き継ぎの円滑化と役員体制の足固め、そして新年
度第１回各委員会会議（分散会）も兼ねて行いました。
　内容は、鈴木新会長による活動方針発表・金田新
専任幹事による活動計画説明・新幹事の紹介後、各
委員会の活動計画・活動予算をまとめる委員会会議

（分散会）を実施。最後に全体会議にて各委員会新
委員長から活動計画を発表していただきました。
　全体会議及び委員会会議共、新年度を見据え「今
年度は○○をやりたい」「△△の予算は是非頂きた
い」「□□は絶対死守」等活発な意見交換があり、「新
年度もさらにやるぞ」と一同が熱く熱く一つになっ

た場でもありました。
　会議終了後、中村元会長はじめ今年度で退任され
る役員へのお礼と新年度の役員歓迎のために歓送迎
会を執り行いました。
　鈴木相談役・池田相談役よりお話を賜り、また退
任される中村会長・役員の皆様、新役員の皆様より

「山形市蔵王倫理法人会」に寄せる思いをここでも
熱く語っていただきました。
　宿泊後翌日、上山市倫理法人会の役員朝礼とモー
ニングセミナーに参加させていただき上山市倫理法
人会の役員の皆様・会員の皆様と元気に、さらに元
気に活動をさせていただき、「新しき朝」に向かって
の出発の日となりました。

山形市蔵王倫理法人会 広報委員長 海谷弘治

TOPICS ■ 2017.8.17

山形市蔵王倫理法人会
「平成30年度活動計画会議
並びに新旧役員歓送迎会の開催」
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父
の
跡
を
継
い
で
社
長
に
な
っ
た
10

年
前
、金
山
町
に
自
社
牧
場
を
作
り
ま
し

た
。
臭
気
の
こ
と
な
ど
、と
も
す
れ
ば
環

境
に
負
荷
を
与
え
て
し
ま
う
こ
と
に
な

り
か
ね
な
い
産
業
を
受
け
入
れ
て
い
た

だ
き
、金
山
町
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
感
謝

し
て
い
ま
す
。
こ
の
牧
場
で
は
、弊
社
の

ブ
ラ
ン
ド
豚「
米
の
娘
ぶ
た
」8,
0
0
0

頭
を
飼
育
。
町
へ
の
恩
返
し
の
気
持
ち
か

ら
、
私
共
が
や
れ
る
こ
と
は
積
極
的
に

関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
、町
で
生
産

し
た
飼
料
用
米
を
活
用
し
た
り
、堆
肥
を

提
供
す
る
こ
と
で
循
環
型
農
業
の
中
心

に
養
豚
場
を
据
え
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
平
成
28
年
、
同
町
に
餃
子
工
場
を
開

設
し
、
雇
用
促
進
を

図
る
と
と
も
に
地
元

産
ニ
ラ
や
キ
ャ
ベ
ツ

を
使
っ
た
餃
子
を
販

売
し
て
い
ま
す
。
平

成
24
年
の
社
名
変
更

の
際
に
、「
金
山
」を

入
れ
た
の
も
感
謝
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
と

い
う
思
い
か
ら
。
地

域
と
の
関
わ
り
は
、

事
業
を
行
っ
て
い
く

う
え
で
切
っ
て
も
切
れ
な
い
重
要
な
こ
と

で
す
。

　

10
年
程
前
に
加
藤
総
業
の
加
藤
さ
ん
、

（
株
）新
和
設
備
の
井
上
さ
ん
、
仮
設
機
材

工
業（
株
）の
西
村
さ
ん
か
ら
声
を
か
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
で
も
、正
直
、そ
の
時

は
断
る
に
断
れ
ず
入
会
し
た
た
め
に（
笑
）

活
動
に
は
全
く
関
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
入
会
し
て
5
年
程
経
っ
た
と
き
、
庄

内
中
央
倫
理
法
人
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

役
員
と
し
て
名
を
連
ね
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
い
…
。と
は
い
っ
て
も
、モ
ー
ニ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
に
顔
を
出
す
こ
と
も
せ
ず
、
名

前
だ
け
の
役
員
で
し
た
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
次
期
会
長
は
副
会
長
が
す
る
と
決
ま
っ

て
い
る
の
で
受
け
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
困

る
と
冨
樫
会
長
に
言
わ
れ
唖
然
と
し
た
時

の
事
は
一
生
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。「
騙
さ
れ

た
」
と
思
っ
た
と
こ
ろ
で
、
時
す
で
に
遅

く
嫌
々
お
引
き
受
け
し
た
の
が
正
直
な
と

こ
ろ
で
し
た
。

　

倫
理
法
人
会
に
つ
い
て
勉
強
を
始
め
た

の
は
そ
れ
か
ら
で
す
ね
。
日
本
一
の
朝
礼

を
し
て
い
る
那
須
野
ヶ
原
倫
理
法
人
会
を

訪
問
し
た
り
、
出
張
先
に
法
人
会
が
あ
る

と
聞
け
ば
見
て
回
っ
た
り
。
可
能
な
限
り

他
会
の
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
に
も
参
加

し
、
運
営
の
感
覚
を
掴
ん
で
い
き
ま
し
た
。

就
任
１
年
目
は
、
周
り
の
役
員
の
方
々
に

　

祖
父
の
代
で
は
米
農
家
を
営
む
傍
ら
、

鶏
の
雌
雛
を
生
産
し
て
い
ま
し
た
。当
時

と
し
て
は
珍
し
い
多
角
化
経
営
を
行
っ
て

い
た
よ
う
で
す
。
商
品
価
値
の
低
い
雄
は

ボ
イ
ル
し
豚
に
食
べ
さ
せ
る
。
豚
の
糞
尿

は
田
ん
ぼ
の
片
隅
に
飼
っ
て
い
た
鯉
に
食

べ
さ
せ
る
と
い
う
よ
う
な
、今
で
言
う
循

環
型
農
業
で
す
ね
。
息
子
で
あ
る
父
は
い

ろ
ん
な
こ
と
に
興
味
を
持
つ
人
だ
っ
た
の

で
、農
家
か
ら
豚
を
買
付
し
て
大
手
食
肉

会
社
に
卸
し
て
い
ま
し
た
。20
歳
そ
こ
そ

こ
の
若
者
が
取
引
先
の
担
当
者
と
対
等
に

渡
り
合
う
に
は
大
変
な
苦
労
が
あ
っ
た
と

聞
い
て
い
ま
す
。
そ
の
頃
知
り
合
っ
た
肉

店
で「
肉
や
ハ
ム
を
切
る
人
を
探
し
て
い

る
」と
聞
い
た
父
は「
給
料
は
い
ら
な
い
か

ら
肉
の
切
り
方
を
教
え
て
ほ
し
い
」
と
お

願
い
し
技
術
を
習
得
し
た
そ
う
で
す
。
そ

れ
が
前
身
の「
株
式
会
社 

肉
の
大
商
」の

原
点
に
な
り
ま
し
た
。

庄内
中央

YAMAGA
TA

2017.8
.31

倫理経
営

企業訪
問

「
元
氣
の
み
な
も
と
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
特
に
豚
肉
を
メ
イ

ン
に
一
貫
し
た
生
産
体
制
と
循
環
型
農
業
を
実
践
し
て
い
る（
株
）大
商
金
山
牧
場
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も
着
目
し
、
今
年
9
月
か
ら
は
糞
尿
と
食
品
廃
棄
物
を
原

料
に
し
た
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
を
開
始
し
ま
し
た
。
小
野
木
社
長
の
話
の
中
に
、
人
と

環
境
と
地
域
を
大
事
に
す
る
経
営
の
ヒ
ン
ト
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
大
商
金
山
牧
場
」の
原
点

■ えがおの人

庄内中央倫理法人会 会長

小野木 重弥 氏

昭和43年 鶴岡市（旧藤島町）生まれ
血液型 AB型

■ えがおの現場

株式会社 大商金山牧場
[ 代表取締役社長] 小野木 重弥
[ 創業 ] 昭和54年

［所在地］本社／東田川郡庄内町家
根合字中荒田 21-2

［事業内容］豚・生産飼育業務
豚肉脱骨・整形及び
部分肉製造業務
業務用食肉アウトパック業務
食肉・加工食品卸売業務
生鮮食品・米穀の
販売

地
域
と
の
関
わ
り
が

新
し
い
仕
事
を
生
み
出
す

倫
理
と
の
出
会
い

［受賞歴］
平成20年山形県産業賞受賞／平成21年「米の娘
ぶた」東京ビジネス・サミット大賞「食」部門賞受
賞／平成22年「米の娘ぶた」食肉産業展銘柄ポー
ク好感度コンテスト最優秀賞受賞／平成25年「米
の娘ぶた」食肉産業展銘柄ポーク好感度コンテス
トグランドチャンピオン大会「農林水産省生産局
長賞」受賞
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産
か
ら
加
工
販
売
ま
で
の
一
貫
体
制
が
確

立
で
き
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
。
も
う
一

つ
の
強
み
で
あ
る「
屠
畜
場
併
設
型
」
シ

ス
テ
ム
は
、
他
社
で
も
導
入
を
始
め
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
強
み
を
活
か
す
新
た

な
試
み
と
し
て
、『
日
本
初
の
パ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
』
を
造
り
、
ど
こ
に
も
負
け
な
い

鮮
度
の
高
い
豚
肉
を
お
客
様
に
提
供
し
た

い
と
考
え
た
の
で
す
。
屠
畜
し
た
も
の
を

そ
の
日
の
う
ち
に
パ
ッ
ク
詰
め
し
て
、
次

の
日
に
は
ス
ー
パ
ー
の
店
頭
に
並
べ
る
こ

と
が
で
き
た
ら
…
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
必
ず

ニ
ー
ズ
が
あ
る
は
ず
だ
と
。
そ
の
た
め
に

15
人
の
社
員
を
新
規
で
採
用
。
で
も
目
論

見
が
外
れ
、
半
年
間
売
り
上
げ
が
さ
っ
ぱ

り
上
が
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。
私
は
社
員

に
見
通
し
が
甘
か
っ
た
こ
と
を
謝
り
、
あ

ら
た
め
て「
力
を
貸
し
て
ほ
し
い
」と
頭
を

下
げ
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
、
取
引
先
の

ス
ー
パ
ー
が
県
外
に
進
出
す
る
こ
と
に
な

り
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
一
気
に
収
益
が

改
善
。
私
の
い
ち
ば
ん
の
強
み
は
、
運
の

強
さ
か
も
し
れ
ま
せ
ん（
笑
）。
結
果
的
に

工
場
を
建
て
た
こ
と
は
間
違
っ
た
選
択
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
50
人
も
の
社

員
が
辞
め
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
苦
し

い
半
年
間
で
し
た
。

　

経
営
す
る
う
え
で
、父
親
の
影
響
は
大

き
い
で
す
ね
。
中
学
し
か
出
て
い
な
い
父

は
、社
会
に
出
て
か
ら
10
歳
も
20
歳
も
歳

の
離
れ
た
人
た
ち
に
も
ま

れ
、
商
売
に
つ
い
て
学
ん
で

き
ま
し
た
。
父
は
す
ご
く
エ

ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
前
向
き
で
、

何
事
も「
絶
対
で
き
る
」
と

疑
わ
な
い
人
。「
熱
意
を
持
っ

て
向
き
合
え
ば
人
は
動
く
」

と
本
当
に
思
っ
て
い
る
。
技

術
も
金
も
無
い
の
に
、な
ぜ

か
実
現
さ
せ
て
し
ま
う
。
父

の
熱
意
に
絆
さ
れ
て
、あ
り

得
な
い
こ
と
が
次
か
ら
次
へ
と
起
こ
っ
て

し
ま
う
ん
で
す
。
父
が
35
歳
の
頃
、
会
社

を
興
こ
す
た
め
の
資
金
が
無
く
、
途
方
に

暮
れ
て
い
る
姿
を
見
た
地
元
の
小
学
校
の

校
長
先
生
が
家
に
訪
ね
て
き
た
そ
う
で

す
。
父
の「
夢
」
を
聞
い
た
先
生
は
退
職

金
を
前
借
り
し
、
1,
0
0
0
万
円
を
父
に

用
意
し
て
く
れ
ま
し
た
。
父
は
涙
を
流
し

て
感
謝
し
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の

お
金
を
元
手
に
会
社
を
立
ち
上
げ
、
事
業

を
成
功
さ
せ
、
半
年
後
に
は
先
生
に
返
済

し
た
と
の
こ
と
。
ド
ラ
マ
で
す
よ
ね
。
志

高
く
、
前
向
き
に
、
が
む
し
ゃ
ら
に
が
ん

ば
ろ
う
と
す
る
人
に
は
不
思
議
な
力
が
あ

る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
父
は
、
倫
理
の

教
え
に
あ
る「
信
成
万
事
」を
地
で
行
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

倫
理
を
学
ん
で
い
な
い
私
を
支
え
て
い

た
だ
い
た
役
員
の
皆
さ
ん
に
は
感
謝
の
気

持
ち
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
度
は「
経

営
者
の
集
い
」
を
年
4
回
開
催
し
て
い
き

ま
す
。
集
い
に
あ
わ
せ
て
、
新
年
会
や
花

見
、
新
入
会
員
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
、
会
員
相
互
の
交

流
を
大
切
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
も
同
時
に
企

画
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。「
入
り
た
い
」

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
雰
囲
気
づ
く

り
が
大
切
で
す
ね
。

愛あふれる、
ちょっとイイ話

お
ん
ぶ
に
抱
っ
こ
状
態
で
し
た
。
普
及
活

動
に
つ
い
て
も
、
取
引
先
の
社
長
を
誘
う

の
は
禁
じ
手
だ
と
心
の
ど
こ
か
で
思
っ
て

い
ま
し
た
ね
。
で
も
、
誘
っ
た
方
た
ち
が

積
極
的
に
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

し
て
く
れ
て
い
る
姿
を
見
て
、
２
年
目
か

ら
は
素
直
に
お
誘
い
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
倫
理
を
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
、あ
ら
た
め

て
気
づ
い
た
の
は「
親
へ
の
感
謝
」で
す
。

口
に
出
さ
な
い
ま
で
も
感
謝
の
気
持
ち
は

常
に
持
っ
て
い
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
い

つ
の
間
に
か
そ
の
感
情
が
薄
れ
て
し
ま
っ

て
い
た
な
と
。
大
切
な
存
在
で
あ
る
親
に

喜
ん
で
も
ら
う
た
め
に
は
何
を
ど
う
す
べ

き
か
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
倫
理
の
活
動
の
中
で
は
、
ま
だ
学
び
が

浅
い
と
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
も
自
然
体
で

い
ら
れ
な
い
自
分
に
ジ
レ
ン
マ
を
感
じ
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。「
も
っ
と
自
分
が

変
わ
ら
な
け
れ
ば
」「
倫
理
を
学
ん
で
い

る
の
に
」と
、逆
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
。
そ
ん
な
時「
時
に
は

胸
を
張
っ
て
倫
理
経
営
が
で
き
な
い
こ
と

も
あ
る
ん
だ
よ
」
と
、
い
つ
も
笑
顔
で
企

業
経
営
に
倫
理
を
据
え
て
が
ん
ば
っ
て
い

る（
株
）
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
シ
ー
ン
の
菅
原

さ
ん
の
言
葉
に「
自
分
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん

だ
な
…
」
と
肩
の
荷
が
下
り
た
気
が
し
ま

し
た
。

　
以
前
の
朝
礼
は
事
務
連
絡
に
す
ぎ
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
活
力
朝
礼
を
行
う
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
は
、
社
会
人
と
し
て
の
教
養

や
倫
理
感
を
理
解
す
る
ツ
ー
ル
の「
職
場

の
教
養
」
と
、
弊
社
独
自
の
衛
生
管
理
や

服
務
規
程
等
、
会
社
の
ル
ー
ル
を
明
記
し

た「
経
営
計
画
手
帳
」
の
両
方
を
活
用
し

て
い
ま
す
。

　

入
会
前
ま
で
は
、
社
員
と
の
間
に
距
離

感
が
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
倫
理
を

学
ん
で
か
ら
は
、
良
い
組
織
を
つ
く
る
た

め
に
は
素
直
な
気
持
ち
で
社
員
と
関
わ
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
基
本
的
に
嫌
な
こ
と
は
す
ぐ
忘
れ

て
し
ま
う
タ
イ
プ
で
す
が
、
2
0
1
3
年

に
創
業
以
来
の
大
赤
字
を
出
し
た
こ
と
は

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
ウ
チ
の
強
み
は「
生

倫
理
を
学
ん
で
い
る
の
に
…

と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

「
信
成
万
事
」を
地
で
行
く

生
き
方
を
父
に
学
ん
で

倫
理
で
気
づ
い
た
の
は

「
親
へ
の
感
謝
」

朝
礼
の
活
用
と

社
員
と
の
距
離
感
の
変
化

強
み
を
活
か
し
て
奮
闘
、

新
た
な
挑
戦

庄
内
中
央
倫
理
法
人
会
へ
の

思
い

大学を辞め、当時付き合っていた彼女
の故郷である岩手県で手作りハムの会
社に就職した小野木社長。週末は100
キロ離れた町に住む彼女のところに2
時間かけて会いに行っていたそう。も
ちろん、その彼女が奥様です。
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